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団体名 NPO法人　日本こども支援協会 活動タイトル 日本唯一の里親互助ネットワーク支援体制の強化

望ましい社会状況および団体のビジョン（社会的役割と活動基盤） ■活動風景

●地域の望ましい社

会状況(ビジョン)

当会のビジョンは、「暴力や貧困ではなく、愛のバトンを次世代に。」である。虐待、貧困等を背景に、社会的養護下で暮らす子ども達が約42,000人。そういった子

ども達にとって、愛情と適切な養育環境は必要不可欠で、日常を通じて愛着形成を行うことで子どもの人生を取り戻す、里親の存在に注目が高まっている。一方

で、里親に託される子どもの養育は大変で、里親には様々な困難が存在する。私達は、里親を支えることで、少しでも多くの子どもに愛が循環する社会の実現を目

指している。

里親と専門相談

員の記録日報の

一部抜粋

●団体の社会的役割

(ミッション)

当団体の社会的役割（ミッション）は、「すべての里親がつながり・支え合う互助ネットワークをつくる。」ことである。具体的には以下の取組を推進する。ONE LOVE

オンライン里親会を養育里親等2,000人以上に知ってもらう。里親にとって必要な支援の在り方を形にする。寄付者等を募って里親が無料で利用できる運営体制

を築く里親の情報や困り事等を可視化し、里親制度の改善や是正を実現する。里親には支援が必要である事を啓発する。

●団体の活動基盤

●望ましい人的資源：運営に関わりたい意思と事業拡大に必要なスキルを有する、多様なステークホルダーが増え、里親互助ネットワークが持続的に運営される体

制が構築される

●望ましい活動資金：運営に必要な固定支出よりもマンスリーサポーター等の寄付収入等が上回る。遺贈での大口寄付や企業と寄付つき商品等の協業が実現

し、収入源の多様化、安定化が図れる

●望ましい情報：運営に協力したいと考える個人、経営者、遺贈寄付推進に協力したいと考える士業等の情報

■活動報告 ■1年間の目標に対する達成状況(まとめ)

里親対面交流会

と懇親会の様子

伊藤先生の

Facebook投稿

より拝借

・個別相談会の実施

自身も里親経験があることで里親の悩みを深く理解できる専門員と里親がグループ形式で

様々なテーマに基づいて、悩みや相談を収集する機会を設けて、内容を記録した。

・有識者と支援の在り方の検証

専門里親制度構築への関わり経験のある相澤仁氏、里親支援専門学者として第一人者で

ある伊藤嘉余氏を交えて、里親の悩みや必要な支援を検証し、影響力や実現可能性を加

味して、支援の優先順位を定める機会を実施することができた。

・アンケートの実施＆支援内容のブラッシュアップ

里親に対して一斉にアンケートを実施する体制を整備し、実施したアンケート結果をキントーン

に蓄積し、分析等に活用できる体制の構築ができた。

・データベースの整備

上記アンケートに加えて、里親の個人情報や里親オンラインセミナーの参加履歴等、1里親に

対する様々な履歴をキントーンに集約し、今後に活用できる体制がと整った。

・個別相談会の実施

①開催数：49回　②日報の件数41件

・有識者と支援の在り方の検証

①開催数：4回開催　②目標アウトカム：形式は変更になったが、伊藤先生が設定した項

目でのアンケートを実施し支援の方向性を定めることができた

・アンケートの実施＆支援内容のブラッシュアップ

①実施数：1回　②目標アウトカム：アンケートの回答者数60名、対面交流会の実施1

回　有識者参加者数2名、里親参加者数15名、里子参加者数9名

・データベースの整備

①登録里親数：823名（23年9月末現在）

②収集できる種類：里親へのアンケート内容、セミナー参加履歴、里親に関する様々な個

人情報、里親保険の加入希望有無等、里親とのやりとり履歴（メール履歴等）

■事業を通じて得られたノウハウ ■望ましい社会状況を達成するための課題 ■活動成果のアピールポイント（自由記入）

従来の里親に対する相談会は、対面で行う形式がほとんどであったが、ズームを活用してオンラ

インで実施することで、対面では里子を養育しているために相談会に参加できなかった全国の

里親から、様々な悩みを集約する状況が実現できたことが最も大きな成果であった。更に、上

記で収集した悩みを業界の第一人者と意見交換を行い、里親への影響力と実現可能性を

加味して、自団体のリソースを配慮に入れた上で、絵空事ではなく、具体的かつ現実的にでき

る支援の在り方を検証できたことで、今後の活動の方針が定まった。一方で、中長期的な支

援だけでなく、コロナ禍を機に交流を絶たれていた里親と対面での交流を実現することも叶い、

里親同士がつながること自体の意義や必要性を理解することができたことも、大きな気付きで

あった。今回の助成を機に強化できたデータベース機能も活用し、弊協会でしかできない支援

を形にしていきたい。

今回の助成で実施したことを踏まえて、現時点で整備している里親支援を地道に継続してい

くだけでも、様々な里親に必要な支援が届けられる状況にあることが理解できたが、一方で、

現時点で支援を届けられる里親の絶対数がまだ800名強に留まっている状況が大きな課題

であることが、明らかになった。日本全国で委託を受けている全里親の約半数が、里親会等

にも属せず、孤軍奮闘して養育を行っている状況を踏まえて、里親同士で支えあい、専門家

のサポートが受けられる支援ができたこと自体を知ってもらう事のハードルが大きくそびえ立って

いる。里親への認知を広めることは一朝一夕では実現できるものではないので、今後も重点

的に予算や人員を配分し、里親支援の規模や充実度を高めていきたいと考えている。

この1年間の活動

を通じて

実現可能性と影響力を加味し、里親に必要

な支援の在り方を定める方針の策定
を達成しました。

■受益者の具体的な変化（自由記入）

対里親1個人：里親に対する情報を体系的に収集する体制が整い、里親の悩みや

活動が可視化されるようになった。対里親全体：全国各地の里親の支援格差や制

度の違いが明るみになり、一定量の里親から収集した客観的情報を収集できるよう

になった事で、政策提言を行う道筋が見えた。


